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本資料に記載されている業績予想等は、現時点で入手可能な情報により判断した予想であり、将来
の業績に影響を与える不確実な要因やリスクが含まれています。実際の業績は、今後様々な要因に
よって大きく異なる可能性があります。



2016年3月期 第3四半期 決算概観（連結）

（単位：百万円）

13年3月期

第3四半期

14年3月期

第3四半期

15年3月期

第3四半期

16年3月期

第3四半期
前年比

売上高 79 229 83 430 83 602 89 469 ＋7 0%

16年3月期
（修正予想）

前年比

120 200 ＋6 3%

16年3月期
（当初予想）

前年比

120 200 ＋6 3%売上高 79,229 83,430 83,602 89,469 ＋7.0%

営業利益 13,711 13,503 10,691 14,666 ＋37.2%

経常利益 14,288 13,961 11,181 14,946 ＋33.7%

120,200 ＋6.3%

19,400 ＋31.6%

19,700 ＋27.2%

120,200 ＋6.3%

16,000 ＋8.6%

16,300 ＋5.2%

親会社株主に帰属
する当期純利益 9,262 9,272 9,571 10,831 ＋13.2% 13,000 ＋7.8% 11,500 －4.7%

16年3月期 第3四半期 連結業績（実績）

【売上高】 喘息治療配合剤「フルティフォーム」等の主力製品の伸長、海外新医薬品事業においてライセンス契約締結による一時金収入を計上したことから、新医
薬品事業等の売上が前年度を大きく上回り、売上高は894億69百万円（前年比7.0%増）と増収になりました。

【利益】 原価率が若干低下し、ライセンス契約締結による一時金収入を計上したことから、売上総利益は54億34百万円増となりました。また、販売費及び一般管理
費は14億59百万円増加しましたが、営業利益は146億66百万円（前年比37.2%増）と39億75百万円の増益となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利費は 億 百万円増加しましたが、営業利益は 億 百万円（前年比 %増）と 億 百万円の増益となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利
益は108億31百万円（前年比13.2%増）となりました。

【売上高】 当第 半期連結累計期間ま 業績推移を勘案し 後発医薬品事業 売上予想を 方修正しましたが 新医薬品事業にお イセ 契約締結に

16年3月期 連結業績（予想）

【売上高】 当第3四半期連結累計期間までの業績推移を勘案し、後発医薬品事業の売上予想を下方修正しましたが、新医薬品事業においてライセンス契約締結に
よる一時金収入を計上したことから売上予想を上方修正し、全体としては当初の予想を据え置きました。

【利益】 ライセンス契約締結による一時金収入を織り込んだことを要因として、営業利益を194億円（34億円増）、経常利益を197億円（34億円増）、親会社株主に
帰属する当期純利益を130億円（15億円増）に上方修正いたしました。 なお、固定資産の譲渡（平成27年9月30日プレスリリース）による約18億円の特別利益に加
えて 現在検討中である杏林製薬㈱岡谷工場 生産機能のキョーリン製薬グループ工場㈱への移転に関わる費用等の現時点での想定額を織り込みました

1◇平成27年5月13日付け「平成27年3月期 決算短信」にて公表しました平成28年3月期の連結業績予想を上記の通り修正しました。

えて、現在検討中である杏林製薬㈱岡谷工場 生産機能のキョ リン製薬グル プ工場㈱への移転に関わる費用等の現時点での想定額を織り込みました。

なお、配当につきましては、基本方針に基づき、配当性向30%を目処に株主還元を実施いたします。



2016年3月期 第3四半期 業績のポイント

（億円）

売上原価

352
原価率

売上原価

347

売上高は前年比59億円増

・主力製品の売上増
（フルティフォーム、キプレス等）

・ライセンス契約締結による一時金

R&D費

原価率

39.3%

売上高 売上高

347
原価率

41.5%

ライセンス契約締結による 時金

売上原価率は2.2%低下

・主力製品の売上増
・ライセンス契約締結による一時金

販管費計

396

R&D費

101
R&D費
を除く

売上高 売上高

販管費計

R&D費

96
R&D費

売上総利益は前年比54億円増

販管費は前年比14億円増

・R&D費は5億円増396販管費

295

販管費計

382
R&D費
を除く
販管費

286

R&D費は5億円増
・販管費（R&D費除く）は9億円増

営業利益は前年比40億円増

営業利益
営業利益

15年3月期
第3四半期

16年3月期
第3四半期
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201６年3月期 第3四半期 業績の状況

（単位：億円）

15年3月期

第3四半期

16年3月期

第3四半期
対前年

■売上高

●国内新医薬品

895億円

686億円

対前年

(＋ 59)

(＋ 16)
886億円 (＋ 60)◆医薬品事業

第3四半期 第3四半期

売上高 836 895 ＋59

医薬品事業 826 886 ＋60

●国内新医薬品 686億円 (＋ 16)

(＋27)
(＋26)
(＋ 2)
(－ 7)

15.3(3Q)実績 16.3(3Q)実績

293
26
55

106

⇒
⇒
⇒
⇒

・キプレス
・フルティフォーム
・ウリトス
・ムコダイン

320
52
57
99医薬品事業 826 886 ＋60

◆新医薬品

○国内

○海外

676
670

6

737
686

51

＋61
＋16
＋45 ( )

●海外新医薬品 51億円 (＋ 45)
・ガチフロキサシン
＊ライセンス契約一時金（FPR2作動薬 12月締結）

(＋ 2)

( )
(－ 7)134 ⇒

ダイン
・ペンタサ

99
127

5⇒3

○海外 6 51 ＋45

◆後発医薬品 119 114 －5

◆一般用医薬品他 32 34 ＋2

(＋ 2)●一般用医薬品他 34億円

●後発医薬品 114億円 (－ 5)
・自社販売の売上増加、他社受託売上の減少

◆ヘルスケア事業（ｽｷﾝｹｱ） 9億円 (－ 1)◆ 般用医薬品他 32 34 ＋2

ヘルスケア事業

（スキンケア）
10 9 －1 ◆営業利益率は16.4％と前年比3.6ポイント上昇

■営業利益 147億円 (＋ 40)

●原価率 ：前年比2.2ポイント低下 （41.5%⇒39.3%）

・主力製品（フルティフォーム30日製剤等）の売上増

営業利益 107 147 ＋40

経常利益 112 149 ＋37
親会社株主に帰属

●研究開発費率 ：前年比0.2ポイント低下 （11.5%⇒11.3%）

・5億円増加（96億円⇒101億円） わたらせ創薬センター開設、パイプラインの進展

●販管費率（除くR&D費） ： 前年比1.2ポイント低下 （34.2%⇒33.0%）

主力製品（フルティフォ ム30日製剤等）の売上増
・ライセンス契約一時金（FPR2作動薬）

親会社株主に帰属
する四半期純利益 96 108 ＋12

■親会社株主に帰属する
四半期純利益 108億円 (＋ 12)

・9億円増加（286億円⇒295億円） 特許等使用料、販売費の増加

3
※国内新医薬品にキョーリン製薬グループ工場の売上を含みます



2016年3月期 第3四半期 主要製品の状況

（単位：億円）

15年3月期 16年3月期 15年3月期 16年3月期 対前年 通期 16年3月期

（当初 想）
15年3月期

16年3月期

（修正予想）第2四半期 第2四半期 第3四半期 第3四半期 増減率 進捗率

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤） 174 188 293 320 +9.2% 74.4%

（当初予想）

418

年 月期
（修正予想）

412 430

国内

新医薬品

フルティフォーム
（喘息治療配合剤） 9 30 26 52 +105.6% 69.9%

ウリトス（自社販売）

（ 活動膀胱治療剤） 34 37 55 57 +5.0% 75.6%

103

79

36 75

73 76新医薬品 （過活動膀胱治療剤） 34 37 55 57 5.0% 75.6%

ムコダイン
（気道粘液調整・粘膜正常化剤） 62 59 106 99 －6.0% 78.1%

79

118

73 76

140 127
ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤） 86 81 134 127 －5.5% 77.4% 171172 164

一般用 ミルトン 10 10 15 16 +5 8% 80 6% 2020 20
医薬品

ミルトン
（哺乳びん・乳首消毒剤） 10 10 15 16 +5.8% 80.6% 2020 20
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開発品一覧①（2016年2月3日現在）

開発段階 製品名・
開発コ ド

薬 効 起 源 特 徴 備 考

PhⅢ ～承認 ※：前回（2016年3月期 第2四半期 11月5日発表）からの変更点

開発コード
薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

PhⅢ
(15年1月)

【米国、欧州、他】
米国ﾒﾙｸ社
：PhⅡ終了

KRP-114V 過活動膀胱 米国
ﾒﾙｸ社

膀胱のβ3受容体に作用する事で、膀胱弛緩作

用を増強し、頻尿の改善が期待される

米国ﾒﾙｸ社とﾗｲｾﾝｽ契約
(14年7月)

①薬 グPhⅢ
(15年4月)

KRP-AM1977X
(経口剤)

キノロン系合成抗菌剤 自社 ①薬剤耐性グラム陽性菌(MRSAを含む)に対し

て優れた抗菌力
②優れた体内動態(経口吸収、組織移行)
③前臨床試験で安全性はクリア、高い安全性を
期待

※KRP-AB1102Fにつきましては、 AstraZeneca 社とのライセンスを解消し、AstraZeneca 社に開発権及び販売権を返還しましたので開発品一覧から削除しました。
詳細は、本日（2月3日）リリースしました「COPD治療剤『KRP－AB1102F』に関するライセンスの解消について」をご覧ください。

参考

開発段階 一般名 薬 効 特 徴 備 考

MSD㈱により申請(15年10月) デスロラタジン アレルギー性鼻炎
蕁麻疹、皮膚疾患(湿疹・皮膚炎、
皮膚そう痒症)に伴うそう痒

第二世代ヒスタミンH1受容体拮抗薬 MSD㈱の関連会社と日
本国内における共同販
売契約を締結(14年11月)

5

皮膚そう痒症)に伴うそう痒 ( )



開発品一覧②（2016年2月3日現在）

開発段階
製品名・

開発 ド
薬 効 起 源 特 徴 備 考

POCプロジェクト（PhⅠ～PhⅡ） ※：前回（2016年3月期 第2四半期 11月5日発表）からの変更点

開発コード
薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

PhⅡ（再）
(15年8月)

ﾒﾙﾂ社 PhⅢ KRP-209 耳鳴 ﾄﾞｲﾂ
ﾒﾙﾂ社

NMDA受容体拮抗作用及びニコチン作動性ア

セチルコリン受容体拮抗作用を有し､耳鳴に伴
う心理的な苦痛､生活障害の改善が期待される

ﾒﾙﾂ社とﾗｲｾﾝｽ契約
(09年11月)

PhⅡ
(14年6月)

KRP-AM1977Y
(注射剤)

キノロン系合成抗菌剤 自社 ①薬剤耐性グラム陽性菌(MRSAを含む)に対し

て優れた抗菌力
②優れた体内動態(経口吸収、組織移行)
③前臨床試験で安全性はクリア、高い安全性を
期待

PhⅠ/Ⅱ
(15年7月)

【米国】桃太郎源
：PhⅠ/Ⅱ
前立腺がん(14年5月)

Ad-SGE-REIC 悪性胸膜中皮腫 岡山大学 岡山大学で発見された新規がん抑制遺伝子
REICを使用する遺伝子治療薬。がん細胞選択

的アポトーシスと抗がん免疫の活性化を誘導す
ることが期待される

産学共同実用化開発事
業[NexTEP]への採択
(14年6月)
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開発品一覧③（2016年2月3日現在）

導出品の状況

開発段階／海外
製品名・

開発コード
導出先 薬 効 起 源 特 徴 備 考

※：前回（2016年3月期 第2四半期 11月5日発表）からの変更点

開発 ド

PhⅠ KRP-203 ｽｲｽ
ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽ

移植片対宿主病
(GvHD)

自社 S1P受容体アゴニスト。免疫調節剤 ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽとﾗｲｾﾝｽ契約
(06年2月)
GvHDでの開発集中を
決定(15年11月公表)

※前臨床 米国 非開示 自社 FPR2作動薬 主に好中球の遊走を抑制し抗炎 BMS社とライセンス契約※前臨床 － 米国

ﾌﾞﾘｽﾄﾙ・ﾏｲﾔｰｽﾞ
ｽｸｲﾌﾞ社

非開示 自社 FPR2作動薬。主に好中球の遊走を抑制し抗炎
症作用を示す

BMS社とライセンス契約
(15年12月)
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参考資料参考資料
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2016年3月期 第3四半期 セグメント情報

（単位：億円）

売上高 セグメント利益

報告セグメントごとの売上高および利益

売上高 セグメント利益

金額 対前年 金額 対前年

合計 895 ＋59 147 ＋40合計 895 ＋59 147 ＋40      
医薬品事業計 886 ＋60 145 ＋39

◆新医薬品 737 ＋61◆新医薬品

○国内

○海外

737
686

51

＋61
＋16
＋45

◆後発医薬品 114 －5
◆一般用医薬品他 34 ＋2

ヘルスケア（スキンケア）事業計 9 －1 0 ＋1
調整額 － － 2 0

（注）「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」を適用し、
報告セグメントは【医薬品事業】【ヘルスケア事業】としております
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2016年3月期 第3四半期 業績と予想（連結）

15年3月期

第2四半期

16年3月期

第2四半期

15年3月期

第3四半期

16年3月期

第3四半期

対前年

差額

対前年

増減率

通期

進捗率
15年3月期

16年3月期

（修正予想）

16年3月期

（当初予想）

（単位：百万円）

売上高 51,112 52,386 83,602 89,469 ＋5,867 ＋7.0% 74.4% 113,121 120,200 120,200

医薬品事業 50,518 51,783 82,629 88,559 ＋5,930 ＋7.2% 74.7% 111,771 118,500 118,600

◆新医薬品 40,755 42,229 67,564 73,713 ＋6,149 ＋9.1% 75.4% 92,111 97,800 95,700

○国内 40,422 41,634 66,986 68,615 ＋1,629 ＋2.4% 74.2% 91,079 92,500 94,700

○海外 332 594 577 5,098 ＋4,521 ＋783.5% 98.0% 1,032 5,200 1,000

◆後発医薬品 7,790 7,393 11,873 11,435 －438 －3.7% 71.0% 15,477 16,100 18,200

◆一般用医薬品他 1,972 2,160 3,191 3,410 ＋219 ＋6.9% 74.1% 4,183 4,600 4,500

ヘルスケア事業

（スキンケア）
593 603 972 910 －62 －6.4% 56.9% 1,349 1,600 1,600

営業利益 4,587 4,099 10,691 14,666 ＋3,975 ＋37.2% 75.6% 14,737 19,400 16,000

経常利益 4,898 4,266 11,181 14,946 ＋3,765 ＋33.7% 75.9% 15,490 19,700 16,300

親会社株主に帰属す
る当期純利益 3,495 2,967 9,571 10,831 ＋1,260 ＋13.2% 83.3% 12,064 13,000 11,500
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